
 

第1日目 9月10日(木) 午前 

 A会場 B会場 C会場 
9:00-10:00 受付 （ホール棟 1F ホワイエ） 

座長 久保孝史 
（阪大院理） 

依馬 正 
（岡山大院自然） 

徳永雄次 
（福井大工） 

10:00 

(20 min) 

1A01 

柔軟な構造を有する環境応
答性カルバフタロシアニン
の開発 

（東大院薬・慶大院薬） 

〇高山織衣・鳥海尚之・花岡
健二郎・内山真伸 

1B01 

剥離可能なキンヒドロン型
二次元分子集合体における
水素核拡散 

（科学大物質理工・科学大化
生研・科学大ASMat・NIMS 
CBRM・JEOL Ltd.） 

〇敦賀柊太・竹原陵介・庄子
良晃・原野幸治・矢澤宏次・
福島孝典 

1C01 

単一超分子ピラミッド中で
の電荷輸送 

（京大化研） 

〇村上英之・山内光陽・山田
容子 

10:20 

(20 min) 

1A02 

5,15-ジオキサポルフィリン
を用いた反芳香族の単分子
伝導における量子干渉効果
の解明 

（九大院工・台湾大化学） 

〇堤 大洋・川重友香子・岩﨑
孝紀・Lin Chih-Hsun・Chen 
Chun-hsien・清水宗治 

1B02 

四重縮環キノンポルフィリン
亜鉛錯体の合成と機能開発 

（筑波大数物） 

〇小幡勇淳・石塚智也・小島
隆彦 

1C02 

相補的なカチオン・アニオン
レセプターを用いた高分子
電解質ゲルの溶媒依存膨潤
特性の反転 

（京大院工・Indiana Univ. 
Bloomington・金沢大WPI-
NanoLSI） 

〇安澤樹一・大谷俊介・加藤
研一・Amar H. Flood・生越
友樹 

10:40 

(20 min) 

1A03 

立体化学リレーによる多層
型ヘリセノファンのエナン
チオ選択的合成 

（科学大物質理工） 

〇河合勇弥・野上純太郎・田
中 健 

1B03 

アルキル鎖長の偶奇が生む
クロミズム選択機構の計算
化学的手法による解明 

（東大生研・長崎工技セ・長
崎大・東大環安セ） 

〇大政孝一朗・吉川 功・重光
保博・北條博彦 

1C03 

M10L5クラスター錯体の協働
的配位によるオリゴマー構
築制御 

（群馬大院理工・NIMS） 

〇鶴見侑樹・関根 舞・林 宏
暢・中村洋介・堂本悠也 

11:00-11:10 休憩 

 



 

 A会場 B会場 C会場 

座長 田中隆行 
（京大院工） 

灰野岳晴 
（広島大院先進理工） 

俣野善博 
（新潟大理） 

11:10 
(20 min) 

1A04 

2,6-位結合アズレンオリゴ
マーの合成 

（京大化研・広島大院先進理
工） 

〇篠田幸音・Li Wenjuan・秋
吉美里・茅原栄一・山子 茂 

1B04 

アンモニオアミジル基を導
入した塩基応答性キサンテ
ン蛍光色素の合成と光学特
性評価 

（金沢大院薬・神戸学院大
薬） 

藤田 光・〇村谷 大輝・新井 
貴就・瀧川 紘・国嶋 崇隆 

1C04 

超分子ポリマーの断片化が
成長に与える効果 
（千葉大院融合理工・千葉大
院工・千葉大IAAR） 
〇板橋裕毅・花山博紀・矢貝
史樹 

11:30 

(20 min) 

1A05 

ハロゲンを導入したフェナ
レニルラジカルの発光特性 

（阪大院理・阪大ICS-OTRI・
阪大SRN-OTRI） 

〇高妻卓利・周 韋沂・久保孝
史 

1B05 

スルホニルアニリンを基盤
としたPush‒pull型フェナジ
ン蛍光色素の創製 

（山形大院有機材料システ
ム・山形大院理工） 

〇佐藤大幹・工藤正人・熊谷
純・辻村光平・星野七海・阿
部唯人・酒井勇斗・片桐洋史 

1C05 

お椀型大環状イミンのサイ
ズ選択的合成とフラーレン
認識 

（金沢大院自然・金沢大WPI-
NanoLSI） 

〇池上耕亮・秋根茂久 

11:50 

(20 min) 

1A06 

キノジメタンユニットの環
状集積化：環形状変化を伴う
テトラカチオンとのレドッ
クス相互変換 

（北大院総化・東理大理・北
大院理） 
〇杉山聡一郎・土戸良高・河
合英敏・鈴木孝紀・石垣侑祐 

1B06 

固体分散膜中でのπ発色団
とカルコゲン置換基の歪み
構造を明らかにするりん光
解析 

（電通大院情報理工） 

〇上田朔也・志村理玖・林 希
久也・宮下凌羽・奥山晃希・
平田修造 

1C06 

シリコネートクラウン/アン
モニウム型ロタキサンの合
成およびその安定性 

（福井大院工） 

〇瀧澤拓巳・内藤順也・宮川
しのぶ・徳永雄次 

12:10-13:20 昼食・休憩・付設展示 

  



 

第1日目 9月10日(木) 午後 

13:20-15:00 
P会場: 会議棟 1F, 2F, 3F 

ポスターセッション 1 

1P001‒1P188 

前半(奇数番号): 13:20-14:10 

後半(偶数番号): 14:10-15:00 

15:00-15:20 休憩・移動・付設展示 

 A 会場 B 会場 C 会場 

座長 笹森貴裕 
（筑波大数理物質） 

村田靖次郎 
（京大院工） 

酒田陽子 
（名大院工） 

15:20 

(20 min) 

1A07 

超酸耐性BODIPY類縁体の
合成と置換基効果による蛍
光発光制御 
（ 北 大 院 工 ・ 北 大 WPI-
ICReDD） 

〇渡辺敬太・井手雄紀・猪熊 
泰英 

1B07 

非環状アントラセン足場を
用いたホスト-ゲスト結晶の
創製とその熱誘起剥離挙動 

（高知工大院工・高知工大理
工・高知工大総研） 

〇樋野優人・松尾 匠・林 正
太郎 

1C07 

らせん芳香環カプセルを用
いたテルペノイドの可視領
域CD分析 

（科学大・化生研） 

〇笹渕 颯・澤田知久・吉沢道
人 

15:40 

(20 min) 

1A08 

ケイ素五員環をもつケイ素
版シクロペンタジエニドの
合成 

（東北大院理） 

〇石川朋樹・石田真太郎・岩
本武明 

1B08 

湾曲状コラニュレンを有す
る軸不斉分子の増強された
ラセミ化挙動 

（奈良先端大物質・立命館大
生命科学・金沢大理工・金沢
大WPI-NanoLSI） 

〇今井隆太・城 明日香・
Brynt Yuan Lord Placides・
後藤千草・永井邑樹・小林洋
一・大山諒子・荒谷直樹・山
田美穂子・河合 壯 

1C08 

かご型錯体の液膜内結晶化
を利用したµg‒ngスケール
結晶構造解析 

（東大院工・分子研・東京カ
レッジ） 

〇吉田知史・竹澤浩気・藤田 
誠 



 

 A会場 B会場 C会場 
16:00 

(20 min) 

1A09 

5配位ホスホランを含む縮環
π電子系の構造と物性 

（名大院理・名大ITbM・名大
IRCCS） 

〇服部 泉・坂井美佳・山口茂
弘 

1B09 

有機π電子化合物のナノグ
ラフェンに対する非破壊的
コンタクト 

（弘前大院理工・広島大院先
進理工・広島大WPI-SKCM2） 

〇山口 隼・高橋周作・灰野岳
晴・関谷 亮 

1C09 

ホモキラルに化学修飾され
た炭素表面における分子集
合体のキラリティー誘起 

（明治大院理工・ルーバン大
化学・明治大理工） 

横山拓海・池田 睦・佐藤悠
太・Steven De Feyter・〇田
原一邦 

16:20-16:40 休憩・移動・付設展示 

16:40-17:40 A会場: ホール棟 1F「ホール」 

座長：生越 友樹（京大院工・金沢大NanoLSI） 

特別講演 

中空ケージ錯体の自己集合と分子閉じ込め効果 

（東大・分子研）藤田 誠 先生 

  



 

第2日目 9月11日(金) 午前 

 A会場  B会場 C会場 

8:40-9:00 受付 （ホール棟 1F ホワイエ） 

座長 
新井 敏（金沢大
NanoLSI） 

武田洋平（阪大院工） 
座長 忍久保洋 

（名大院工） 
若宮淳志 
（京大化研） 

9:00 

(30 min) 

 

2S01 

Conformationally 
Adaptive Through-
Space Charge Trans-
fer Thermally Acti-
vated Delayed Fluo-
rescence Emitters 
for Cellular Bioimag-
ing and Photody-
namic Therapy 
（Grad. Sch. of Eng., 
The Univ. of Osaka） 
〇Youhei Takeda 
 

9:00 
(20 min) 

2B01 

リン含有多環π共役分子
の合成を指向した亜リン
酸を用いた直接的リン原
子導入反応の開発 
（ 京 大 院 工 ・ 京 大
iCeMS・京大ILAS） 
〇西田佳史・石田圭一・
東野智洋・今堀 博 

2C01 

自然反応軌道による電
子の流れの可視化と有
機反応機構解析 － ペ
リ環状反応の遷移状態
とベックマン転位の分
岐機構 － 
（北大院総合化学・北大
院理・量子化学探索研究
所・名大物質科学国際研
究センター・北大WPI-
ICReDD） 
〇中西達大・小野ゆり
子・林 裕樹・武次徹也 

9:20 
(20 min) 

2B02 

多重七員環導入による
高度に湾曲したアザナ
ノグラフェン融合ポル
フィリンの創出 
（愛媛大院理工・愛媛大
ADRES） 
〇谷岡雄真・森 重樹・奥
島鉄雄・宇野英満・髙瀬
雅祥 

2C02 

反応速度のデータ化と
立体電子状態インフォ
マティクスによるケト
ン還元の位置・面選択性
予測 
（横国大院理工） 
〇坂口大門・川崎太勢・
板倉茉由・多田知弘・五
東弘昭 

9:30 

(30 min) 

2S02 

Imaging and Manipu-
lation of Intracellular 
Heat Using Func-
tional Dyes 
（WPI-NanoLSI, Kana-
zawa Univ.） 
〇Satoshi Arai 

9:40 
(20 min) 

2B03 

TriQuinazoline (TQz): 
N原子ドープ型完全平
面芳香族分子の構造的・
電子的特性 
（慶大院薬・微化研） 
〇櫻井拓也・堤 亮祐・熊
谷直哉 

2C03 

ルイス酸を利用した可
視光駆動型マロリー反
応によるフェナントリ
ジン誘導体の合成 
（阪大院工） 
〇岩本洋樹・平野康次 

  



 

 A会場  B会場 C会場 
10:00 

(30 min) 

2S03 

Methylated pyri-
dinium salts as lumi-
nophores for bioim-
aging with glassy or-
ganic dots 

（Northumbria Univ.） 
〇Marc Etherington 
 

 

座長 池田 浩 
（阪公大院工） 

中村洋介 
（群馬大院理工） 

10:00 
(20 min) 

2B04 

三角形ナノベルトの合成
とナノシート化の試み 
（阪大院理・京大院理・
阪大ICS-OTRI） 
〇大山央登・柴田裕貴・
山下健一・齊藤尚平 

2C04 

スタンナシクロペンタジ
エニリデンの特異な反応
性を利用した炭素-炭素
結合形成反応の開発 
（埼玉大院理工・都立大
院理） 
〇和田一樹・工藤俊輔・
中谷直輝・斎藤雅一 

10:20 

(20 min) 

2B05 

2-アリールアズレン類
とアルキン類との[4 + 
2]環化付加反応を基盤
とするアズレン縮環型
芳香族化合物の創成 
（弘前大院理工） 
〇釡萢 巧・関口龍太・川
上 淳・伊東俊司 

2C05 

システインおよびセレノ
システインと活性窒素種
ニトロキシルとの相互作
用により生じる生体反応
活性種の反応性 
（科学大理） 
〇鍬野 哲・大髙勝太郎・
藤崎 滉・後藤 敬 

10:30-10:40 休憩 

座長 
前田勝浩 

（金沢大NanoLSI） 

10:40 

(30 min) 

2S04 

Visualizing Host-
Guest Complex For-
mation and Interac-
tion Forces by Sub-
nanometer-Resolu-
tion Atomic Force 
Microscopy 
（WPI-NanoLSI, Kana-
zawa Univ.） 
〇Hitoshi Asakawa 

10:40 
(20 min) 

2B06 

アズレン縮環型イソイ
ンジゴ類縁体の合成と
性質 
（弘前大院理工・日大
工） 
〇内山いくみ・庄子 卓・
川上 淳・伊東俊司・関口
龍太 

2C06 

リモネンを反応溶媒と
した光延反応のシステ
ム化 
（筑波大院数理） 
〇徳嵩 葵・後藤博正 

11:00-11:10 休憩 

  



 

 A会場  B会場 C会場 
11:10 

(30 min) 

 

2S05 

Reconciling Struc-
tural Order and Mo-
lecular Motion 
（Inst. of Sci. Tokyo） 
〇 Takanori Fuku-
shima 
 

座長 高瀬雅祥 
（愛媛大院理工） 

斎藤雅一 
（埼玉大院理工） 

11:10 
(20 min) 

2B07 

二面角によるBlatter型
ジラジカル一電子酸化
体の光学バンドギャッ
プ制御 
（京大院工・京大福井
セ） 
〇塩見綜環・清水大貴・
松田建児 

2C07 

金属ストロンチウムと
芳香族共役系化合物か
らできる新規かつ新奇
反応中間体の生成とそ
の応用 
（徳島大院創成科学・広
島大院理） 
〇三好徳和・鎌田知里・
渡邊達哉・西澤高宏・上
野雅晴・安倍 学 

11:30 
(20 min) 

2B08 

理論計算と時間分解分
光法で解明するかご形
ラジカルカチオンの
SOMO-HOMO逆転現象 
（阪公大院工・阪公大
RIMED・神戸大ライフ
光学・神戸大院理・JST 
CREST・阪公大院理） 
〇和田佳成太・中谷健
人・大垣拓也・松井康哲・
婦木正明・小堀康博・麻
田俊雄・池田 浩 

2C08 

フェナントリルおよび
ペリレニルエステルの
光フリース転位反応 
（金沢大院自然） 
〇川尻冴恵子・飯井滉
也・江端佑太・前多 肇 

11:40 

(30 min) 

2S06 

Curvature-Emergent 
Supramolecular 
Polymerization: Be-
yond Self-Assembly 
（Grad. Sch. of Eng., 
Chiba Univ.） 
〇Shiki Yagai 

11:50 
(20 min) 

2B09 

溶液プロセスで薄膜形
成可能な単一成分分子
性反強磁性体 
（茨大院理工・立教大未
来分子研セ・東北大多元
研・東大新領域・産総研・
東大物性研・横国大院
工・立教大理・東理大総
研院） 
〇横森 創・出倉 駿・今
城周作・東野寿樹・伊藤
雅聡・藤野智子・松下信
之・森 初果 

2C09 

トリチルラジカル分子
の光励起状態反応性 
（広島大院先進理工） 
〇柴田あみり・安倍 学 

12:10-13:20 昼食・休憩・付設展示 
 



 

第2日目 9月11日(金) 午後 

13:20-15:00 P会場: 会議棟 1F, 2F, 3F 
ポスターセッション 2 

1P001‒1P187 

前半(奇数番号): 13:20-14:10 

後半(偶数番号): 14:10-15:00 

15:00-15:20 休憩・移動・付設展示 

 A会場 B会場 C会場 

座長 瀬川泰知 
（分子研） 

御崎洋二 
（岡山理大理） 

後藤 敬 
（科学大理） 

15:20 

(20 min) 

2A10 

環状溶媒による統計的カテ
ナン合成の新展開 
（京工繊大院工芸・JNC石油
化学(株)） 
〇天野蒼太・中井智絢・白神
智穂・渡辺尚樹・井本裕顕・
中 建介・岩本貴寛 

2B10 

ビニルチオフェンの空間的
高密度配置による高屈折率
透明材料の開発 

（東大院総合文化） 
〇武政雄大・廣田花音・中川
智稀・寺尾 潤 

2C10 

光誘起不均化を鍵とするヨ
ウ化アリールのガリウム(I)
中心への酸化的付加 
（阪大院工・阪大ICS-OTRI・
阪大院基礎工・広島大院先進
理工） 
〇兒玉拓也・向井虹渡・岩崎
草太・川崎愛矢・岸 亮平・安
倍 学・鳶巣 守 

15:40 

(20 min) 

2A11 

らせん中央部にチオアセチ
ル基を有するヘリセン様分
子の合成とキラル構造特性
および表面吸着挙動 
（都立大院都市環境・阪大院
工） 
〇中山蒼太・伊藤正人・村上
龍大・久保由治・石割文崇 

2B11 

ナフト[c]ジチオフェンの構
築：ナフト[1,2-c:5,6-c']ジチ
オフェンの合成、光学特性お
よび電気化学的特性 

（広島大院先進理工） 

〇大山陽介・岡﨑優季・今任
景一 

2C11 

電子ドナー・電子アクセプタ
ー分子を二分子光レドック
ス触媒として用いた光反応 
（福井大院工） 
〇吉見泰治 



 

16:00 

(20 min) 

2A12 

ANDロジックゲート型刺激
応答性を示すD-A-D型ジベ
ンゾフェナジン誘導体の合
成と物性 

（阪大院工） 
〇桑名美羽・宇佐美亮太・武
田洋平・南方聖司 

2B12 

BN部分で置換されたペンタ
レン誘導体の合成、構造、性質 
（学習院大理） 
〇小室武蔵・高橋慎太郎・狩
野直和 

2C12 

ハロゲン結合相互作用によ
る光反応の理論的研究 

（ 岐 阜 薬 科 大 ・ 岐 阜 大
COMMIT） 
〇山口英士 

16:20-16:40 休憩・移動・付設展示 

16:40-17:10 

(30 min) 

A会場: ホール棟 1F「ホール」 

基礎有機化学会 総会 

17:10-17:20 

(10 min) 

A会場: ホール棟 1F「ホール」 

学会賞・野副記念奨励賞授賞式 

17:20-18:05 

(45 min) 

A会場: ホール棟 1F「ホール」 

座長：松田 建児（京大院工） 

2026年度（第22回） 野副記念奨励賞 受賞講演 

双安定性を示す新奇な非交互炭化水素の創製と性質に関する研究 

（阪大院工）小西 彬仁 先生 

18:05-18:30 休憩・移動 
18:30-20:30 懇親会会場：金沢東急ホテル 5F「ボールルーム」 

 
懇親会 

  



 

第3日目 9月12日(土) 午前 

 A会場 B会場 C会場 
8:40-9:00 受付 （ホール棟 1F ホワイエ） 

座長 山口茂弘 
（名大ITbM） 

安倍 学 
（広島大院先進理工） 

久木一朗 
（阪大院基礎工） 

9:00 

(20 min) 

3A01 

2-エチルヘキシル置換シク
ロペンタジチオフェンの立
体異性体分離およびドナー-
アクセプター連結分子の精
密構造解析 

（兵庫県立大院工・京大福井
セ・京大院工） 

〇山田健太・杉村潤輝・春田
直毅・鈴木 航・佐藤 徹・梅
山有和 

3B01 

自己修復有機結晶の修復メ
カニズムと設計 

（山梨大院総研部・立教大
理） 

〇西村 涼・福地 純・森本正
和 

3C01 

臭素原子を有する光増感剤
を封止した[5]ロタキサン型
色素群の高収率合成 

（富山大院薬） 

〇大石雄基・川田蘭童・市川
大貴・千葉順哉・井上将彦 

9:20 

(20 min) 

3A02 

シラフルオレン架橋型シラ
[n]フェロセノファンの合成
と構造 

（筑波大院数理・筑波大数理
物質・TREMS） 

薄羽慎之介・菅又 功・〇笹森
貴裕 

3B02 

スマネン誘導体を用いた
COFの合成と特性評価 

（阪大院工‧阪大ICS-OTRI‧
JSTさきがけ） 

〇池辺翔真‧的場涼介‧鈴木
充朗‧燒山佑美‧櫻井英博 

3C02 

動的Pd(II)ロタキサン形成に
おける平衡の精密制御とそ
の特異な酸化状態の発現 

（名大院工・金沢大院自然・
金沢大WPI-NanoLSI） 

〇酒田陽子・日比敏博・藤井
快光・神谷香帆・齋藤卓穂・
秋根茂久 

9:40 

(20 min) 

3A03 

ピレニルエチニル置換縮環
ジシラビシクロアルカンの
合成と分子運動 

（都立大都市環境） 

〇鈴木璃久・稲垣佑亮・P. K. 
Hashim・瀬高 渉 

3B03 

Scholl反応を利用したキラ
ルな1,1′-ビアントリル骨格
の構築とキラル酸による立
体制御 
（岡山理大理） 

清水厚希・〇岩永哲夫 

 

3C03 

環状ビスポルフィリンが形
成するホスト－ゲスト錯体
を鍵とした自己貫通型8の字
ロタキサンの合成 

（広島大院先進理工・広島大 
WPI-SKCM2・新潟大院自然・
慶應大経済） 

〇久野尚之・田辺航太・岩本 
啓・古宇田悠哉・灰野岳晴 

  



 

 A会場 B会場 C会場 
10:00 

(20 min) 

3A04 

四重架橋ピレノファンが示
す高輝度円偏光発光 

（岡山大院自然） 

〇高石和人・塩田丈士・佐藤
嘉洋・新田菜摘・依馬 正 

3B04 

励起子束縛エネルギーの低
減を指向した有機半導体分
子の開発と単成分光電変換
デバイスへの展開 

（阪大産研・阪大ICS-OTRI） 
〇陣内青萌・Wang Kai・森 
宥貴・家 裕隆 

3C04 

アキラルブロック型3₁₀/α-
ヘリカルペプチドにおける
ヘリシティ同期とらせん反
転制御 

（九大ネガティブエミッシ
ョン研セ） 

〇逢坂直樹 

10:20-10:30 休憩 

座長 田中 健 
（科学大物質理工） 

岩永哲夫 
（岡山理大理） 

岩本 啓 
（新潟大院自然） 

10:30 
(20 min) 

3A05 

無置換ジアザトリプチセン
の合成と光学特性及び結晶
構造 

（兵庫県立大院理） 
〇橋本有裕・井上 僚・吾郷友
宏 

3B05 

高いシンチレーション収率
を示す熱活性化遅延蛍光性
トリアリールボランの開発 

（東北大院工・静岡大電子工
学研・静岡大工） 

〇北本雄一・渥美舞彩・金成
太陽・佐藤敦史・藤本 裕・川
本弘樹・越水正典・服部徹太
郎 

3C05 

フッ素化環状化合物の二孔
性一次元チャネル結晶にお
ける水中での部位選択的ゲ
スト交換 

（徳島文理大香川薬・昭和薬
科大） 
〇富永昌英・南原冴希斗・兵
頭 直・川幡正俊・山口健太郎 

10:50 

(20 min) 

3A06 

meso-フリーおよびmeso-
スピロアダマンチル置換さ
れた非ポルフィリン環状テ
トラピロール類の合成 

（島根大院自然） 

〇鈴木優章 

3B06 

N-アントリルベンズアミド
の励起状態ダイナミクスに立
脚した消光機構解析と蛍光ス
イッチング色素への展開 

（科学大・Temple Univ.・神
奈川大・King Saud Univ.） 

〇山科雅裕・有本唯馬・Hind 
Hamound Alrushud・Spir-
idoula Matsika・橋本征奈・
岩倉いずみ・豊田真司 

3C06 

動的人工細孔による直鎖炭化
水素の速度論ゲーティング 

（東大院総合文化・横市大院
生命ナノ） 

〇阿部 司・陳 弘燁・郭 一
帆・村田 萌・小林 理・島崎
智実・立川仁典・平岡秀一 



 

11:10 

(20 min) 

3A07 

天然物骨格と多環式芳香環の
融合によるキラルマクロ環状
骨格の創製と光機能評価 

（東大院理） 

〇邨上俊輔・大栗博毅 

3B07 

水素結合によるアトロプ異
性体分割を利用したホウ素
錯体の円偏光発光制御 

（日大生産工・近大院総理
工） 

〇池下雅広・黒崎智弘・中嶋
晴香・今井喜胤・津野 孝 

3C07 

ジメチルジヒドロピラジノ
[e]ピレンを基盤とした単結
晶性HOFの構築と、その光・
酸応答性の解明 

（阪大院基礎工・都立大院環
境科学） 

〇前田怜聖・桶谷龍成・石割
文崇・久木一朗 

11:30 

(20 min) 

3A08 

三次元キラル炭素ネットワ
ークの拡張部分骨格の合成
と構造 

（東大院理・理研・東大院工・
東北大多元研） 

〇福永隼也・高場圭章・吉田
知史・眞木さおり・米倉功治・
磯部寛之 

3B08 

還元的アリール化によるカ
ーボンナノチューブの近赤
外発光制御 

（東学芸大・分子研・電通大・
東北大・物材研） 

〇前田 優・川田健太郎・諏訪
淳・井口夢唯・紺野優以・山
田道夫・Zhao Pei・江原正博・
加固昌寛・笠井 均・原野幸治 

3C08 

自己組織化によるアゾベン
ゼン異性化反応の制御 

（富山県立大教養・筑波大院
数理物質・筑波大数理物質
TREMS） 

〇山村正樹・山川紘司・岡﨑
友紀・鍋島達弥 

11:50-13:10 昼食・休憩・付設展示 

  



 

第3日目 9月12日 (金) 午後 

 A会場 B会場 C会場 

座長 高石和人 
（岡山大院自然） 

燒山佑美 
（阪大院工） 

大石雄基 
（富山大院薬） 

13:10 
(20 min) 

3A09 

テトラオキサ[8]サーキュレ
ンを基盤とした共有結合性
有機構造体の合成 

（京大院工） 
〇田中隆行・楼 丁凱・関 修
平 

3B09 

キサンテン色素を基盤とし
た強い酸化還元力を有する
近赤外光レドックス触媒の
開発 

（富山大薬） 
〇谷岡 卓・松谷裕二 

3C09 

ジカルボン酸誘導マンノシル
エリスリトール脂質ベシクル
の単層から多層への秩序ある
構造変化のTEM可視化 

（産総研-機能化学・産総研-
食薬OIL・KEK IMSS-SBRC） 
〇Tran Ngoc Linh・有村隆
志・川崎政人・渡邊宏臣・藤
田康彦 

13:30 

(20 min) 

3A10 

アモルファス多形における
前駆体結晶の構造の継承 

（富山大院理工） 

野田賢司・江木睦月・吉野惇
郎・〇林 直人 

3B10 

対 カ チ オ ン を 利 用 し た
TCNQラジカルアニオンの
集積構造制御と近赤外光吸
収特性のチューニング 

（阪大院基礎工・愛工大工） 

Shu Ruifeng・村田剛志・〇
鈴木修一 

3C10 

分子クラウディングを利用
したオリゴフェニレンエチ
ニレン誘導体超分子ポリマ
ーの集合制御 

（金沢大ナノマリ・金沢大新
学術・金沢大院自然） 

〇雨森翔悟・水野元博 

13:50 

(20 min) 

3A11 

ディープニューラルネット
ワークを用いた内部リボソ
ーム侵入部位(IRES)の動的
立体配座変化予測解析 

（産総研環境創生） 

〇和泉 博 

3B11 

SOMO‒HOMO逆転ニトロ
キシドラジカルの設計・合成
と近赤外クロミズム 
（青学大理工・阪大院基礎
工・広島大院先進理工） 

〇清水章弘・久能夕華・黒田
美咲・安倍 学・新谷 亮 

3C11 

超分子ゲル形成における溶
媒効果 

（明治薬大・JASRI・名大・
帝科大・理研） 

〇木村真也・若林 碧・尾笹友
香・中村海斗・関口李子・横
屋正志・中村唯我・山田泰之・
高谷 光・Priyanka Sharma・
足立精宏・橋爪大輔・山中正
道 

14:10-14:30 休憩・移動 



 

14:30-15:30 

(60 min) 

A会場: ホール棟 1F「ホール」 

座長：豊田 真司（科学大理） 

2026年度(第13回) 基礎有機化学会賞 受賞講演 

動的酸化還元系に関する研究 

（北大院理）鈴木 孝紀	 先生 

15:30-15:50 A会場: ホール棟 1F「ホール」 

若手口頭発表賞・学生ポスター賞 表彰式 
閉会 

 

 


